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二
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二
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冬
が
始
ま
る
頃
で
す
。

木
枯
ら
し
が
吹
き
、冬
枯
れ
の
景
色
の
中
、各
地
か

ら
初
雪
の
便
り
が
届
き
、こ
た
つ
な
ど
、冬
の
佇
ま

い
へ
準
備
が
進
ん
で
行
く
季
節
で
す
。

本
格
的
に
雪
が
降
り
始
め
る
頃
。

冷
た
い
北
風
が
紅
葉
で
色
づ
い
た
木
々
の
葉
を
落

と
し
、冬
へ
と
季
節
が
移
り
変
わ
る
こ
と
を
実
感

す
る
よ
う
に
な
る
時
期
で
す
。

旧
暦
で
は
、和
風
月
名（
わ
ふ
う
げ
つ
め
い
）と

呼
ば
れ
る
、月
の
呼
び
名
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

旧
暦
の
季
節
や
行
事
と
合
わ
せ
た
も
の
な
の

で
、現
在
の
季
節
感
と
比
べ
る
と
若
干
の
ず
れ
が

あ
り
ま
す
。

十
一
月
の
和
風
月
名
は「
霜
月（
し
も
つ
き
）」で

す
。霜

月
は
霜
が
降
り
る
月
と
い
う
意
味
か
ら「
霜
月
」

に
な
っ
た
と
い
う
の
が
通
説
に
な
っ
て
い
ま
す
。

旧
暦
の
十
一
月
は
現
在
の
十
二
月
頃
に
な
る
の

で
、か
な
り
寒
く
霜
が
降
り
る
月
と
言
う
の
も
納
得

出
来
ま
す
ね
。

【
霜
月(

し
も
つ
き)

の
旬
】

魚
介
類

：
野
菜
類

：

果
実
類

：

本
鮪
、黒
鮪
、イ
ト
ヨ
リ
鯛

キ
ン
キ
、メ
ジ
ナ
、ハ
タ

太
刀
魚
、カ
サ
ゴ
、モ
ロ
コ

石
鯛
、ノ
ド
グ
ロ
、

鮗（
コ
ノ
シ
ロ
）、メ
ヒ
カ
リ

う
る
め
鰯
、星
鰈

大
根
、蓮
根
、ゴ
ボ
ウ

里
芋
、む
か
ご
、蕪

貝
割
れ
大
根
、南
瓜

青
梗
菜
、山
葵
、春
菊

え
の
き
茸
、し
め
じ

エ
リ
ン
ギ

柚
子
、か
ぼ
す
、柿

み
か
ん
、キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

柘
榴
、ネ
ー
ブ
ル

洋
梨
、だ
い
だ
い
、林
檎

柘
榴
、レ
モ
ン

【
霜
月(

し
も
つ
き)

の
色
々
】

【
編
集
後
記
】

国
税
関
係
の
納
付
期
限

地
方
税
関
係
の
納
付
期
限

今
月
の
祝
祭
日

朝
晩
は
寒
い
と
感
じ
る
く
ら
い
の
季
節
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

目
が
覚
め
た
時
、ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
る
の
に

ち
ょ
っ
と
躊
躇
し
て
し
ま
う
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
前
ま
で
は
暑
い
暑
い
と
言
っ
て
い

ま
し
た
が
、冬
に
向
か
っ
て
確
実
に
季
節
は
進

ん
で
い
ま
す
ね

・
所
得
税
予
定
納
税
額
の
減
額
承
認
申
請
納
税
額
の
通
知

（
期
限

：

十
五
日
）

・
所
得
税
予
定
納
税
額
第
二
期
分
の
納
付（
期
限

：

三
十
日
）

・
特
別
農
業
所
得
者
の
所
得
税
の
予
定
納
税
額
の
納
付

（
期
限

：

三
十
日
）

・
個
人
事
業
者（
中
間
申
告
年
三
回
）の
消
費
税
・
地
方
消
費
税

の
中
間
申
告
と
納
付（
期
限

：

三
十
日
）

・
個
人
事
業
税
第
二
期
分
の
納
付

・
三
日

：

文
化
の
日

・
二
十
三
日

：

勤
労
感
謝
の
日


